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日
本
を
除
く
「
Ｇ
�
」
に
よ
る
ロ
シ
ア
非
難
決
議
に
お
け
る
日
本
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日
、
日
本
を
除
く
、
米
英
仏
独
伊
と
カ
ナ
ダ
の
六
カ
国
首
脳
は
、
激
戦
が
続
く
シ
リ
ア
北
部
の
ア

レ
ッ
ポ
情
勢
に
つ
い
て
、
人
道
支
援
の
た
め
に
即
時
停
戦
を
求
め
る
と
と
も
に
、
外
交
努
力
に
よ
り
平
和
的
な
解
決
を
望
む
と

す
る
共
同
声
明
（
以
下
、
「
本
声
明
」
と
い
う
。
）
を
発
表
し
て
い
る
。

本
声
明
は
、
ア
レ
ッ
ポ
市
の
東
部
地
域
で
多
数
の
子
供
を
含
む
二
十
万
人
の
市
民
が
残
る
中
、
ロ
シ
ア
の
支
援
を
受
け
た
シ

リ
ア
政
府
軍
が
攻
撃
を
続
け
て
い
る
た
め
、
食
料
品
や
医
薬
品
が
極
端
に
不
足
す
る
惨
状
に
陥
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、

シ
リ
ア
軍
が
殺
傷
力
の
強
い
「
た
る
爆
弾
」
や
化
学
兵
器
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
非
難
し
、
シ
リ
ア
と
ロ
シ
ア
が
人
道

援
助
を
妨
げ
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
国
連
に
よ
る
人
道
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
即
時
停
戦
の
必
要
が
あ
る

と
訴
え
て
い
る
。

同
年
十
二
月
三
十
一
日
、
こ
の
日
本
を
除
く
Ｇ
�
に
よ
る
本
声
明
案
を
ま
と
め
る
過
程
で
、
Ｇ
�
の
各
国
首
脳
は
安
倍
総
理

に
も
賛
同
を
求
め
た
が
、
日
本
政
府
は
断
っ
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
十
二
月
十
五
日
お
よ
び
十
六
日
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
訪
日
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
日
ロ
首
脳
会
談
を
控
え
る
た
め
、
ロ
シ
ア
を
刺
激
し
、
北
方
領
土
交
渉
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と

を
懸
念
し
、
日
本
政
府
は
本
声
明
案
へ
の
賛
同
を
断
っ
た
と
複
数
の
Ｇ
�
外
交
筋
が
明
ら
か
に
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

一



こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
八
年
十
二
月
の
時
点
で
、
日
本
は
Ｇ
�
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
の
議
長
国
で
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
六
カ
国
は
、
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
ク
リ
ミ
ア
半
島
で
の
諸
問
題
の
た
め
、
平
成
二
十
六
年
三
月
の
ハ
ー
グ
宣
言
で
、
「
ロ
シ
ア
が
態
度

を
改
め
、
Ｇ
�
に
お
い
て
意
味
あ
る
議
論
を
行
う
環
境
に
戻
る
ま
で
、
Ｇ
�
へ
の
参
加
を
停
止
す
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
の
時
点
、
ロ
シ
ア
は
主
要
国
首
脳
会
議
へ
の
参
加
資
格
が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解

で
よ
い
か
。

三

本
声
明
に
は
、
日
本
を
除
い
た
、
主
要
国
首
脳
会
議
の
全
て
の
国
が
賛
同
し
た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

四

Ｇ
�
の
議
長
国
で
あ
り
な
が
ら
日
本
は
な
ぜ
本
声
明
案
に
賛
同
し
な
か
っ
た
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

本
声
明
案
に
署
名
し
な
い
こ
と
で
、
日
本
外
交
へ
の
影
響
は
生
じ
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

複
数
の
専
門
家
が
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
訪
日
を
控
え
て
い
た
た
め
、
日
本
政
府
は
本
声
明
へ
の
賛
同
を
拒
ん
だ
と
指
摘
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
安
倍
首
相
が
署
名
せ
ず
「
Ｇ
�
」
声
明
と
な
り
、
落
胆
し
て
い
る
。
仮
に
日
本
が
将

来
、
南
シ
ナ
海
で
の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
る
中
国
を
非
難
す
る
Ｇ
�
声
明
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
場
合
、
理
解
さ
れ
る
だ
ろ

二



う
か
。
今
回
の
ロ
シ
ア
非
難
声
明
に
賛
同
し
な
か
っ
た
こ
と
は
将
来
に
禍
根
を
残
す
」
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

批
判
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

日
本
政
府
は
、
Ｇ
�
の
協
調
の
枠
組
み
を
重
視
し
、
将
来
的
に
中
国
へ
の
非
難
決
議
を
Ｇ
�
声
明
で
ま
と
め
る
こ
と
を
視

野
に
入
れ
、
本
声
明
案
に
賛
同
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


